
日本海事史学会 第409回 例会（Web例会#28）

●会員にはメールでご案内をお送りしています。
　メールが届いていない方は、右の申込先までお問合せください。

●関心をお持ちの方ならどなたでもご参加いただけます。
　メールでお申し込みください。
　※希望者多数の場合は抽選とさせていただきます。
　お申込みいただいた方には3月22日（水）までにご連絡いたします。

■申込〆切：2023年3月21日（火）正午（12:00）
■申込先：kaijishi.web@gmail.com （担当：大野）
メールの件名を「日本海事史学会Web例会申し込み（非会員）」
として、本文にはお名前をお書きください。

日本海事史学会
〒104-0043　東京都中央区湊2丁目 12番6号 湊SYビル3F 日本海事広報協会気付

https://kaijishi.jp/The Japan Society for Nautical Research

日本海事史学会は、海事一般に関する歴史・法律・民俗・水産・考古・船舶・航海・海運など、海事史だけにとどまらず
ひろく海の人文学、社会科学等あらゆる分野に関心を持つ学界や在野の研究者の方々の交流をはかる総合研究の“場”です。

ご入会随時受付中

メール： kaijishi.info@gmail.com

【主な活動】専門学術誌『海事史研究』の発行（年1回）／総会（年1回）・例会（8月と総会開催月を除く年10回） など

尾州小野浦廻船の歴史 序論
（愛知県知多郡美浜町）

―「久住」一統との関係をさぐる―

2010（平成22）年 千石船山車を使った小野浦の祭礼（筆者撮影）

［今後の例会 開催予定日：4月22日（土）・5月27日（土）］

2023年3月25日（土）14:00～16:00 Zoomにて開催（ルームオープン 13:30）

　報告者の地元小野浦は廻船業で有名であり、寛文末期～文政前期（1671-1822）の知多郡では、大野、半田、師崎
に次ぐ廻船数を誇っていたが、古文書が未発見のため、内海の戎講等に比べ研究は極めて不十分であった。
　そこで、客船帳・石造物・地籍図等により小野浦廻船の痕跡を足で探索した。その結果、日本海側5港の客船帳に
小野浦廻船の記録があり、船主中に久住（船印有）を認めた。その足跡は金毘羅宮玉垣（同船印有）・和田神社燈籠
でも確認でき、地元小野浦の地籍図・土地台帳でも久住籍（同船印有）を含め確認した。さらに、「久住五左衞門」
を含む３件の古文書を発見した。現段階では全てではないが、小野浦廻船（中須にも注目）は「久住」一統の集団を
支える役割を担っていたと推定される。
　知多廻船史研究は海事史学会諸先輩が先鞭をつけたものである。これに感謝しつつ報告し、ご批判を請う。

■ 講師：樋口 茂生
ひ ぐ  ち し  げ  お

参加費無料

■樋口 茂生（ひぐち しげお）  日本海事史学会会員
千葉県の元環境系研究者。

＊「久住」は「江戸店持伊勢商人」のひとり。

＊


